
十
月
八
日
、
九
日
、
東
京
・
蒲

田
に
て
第
二
回
中
央
執
行
委
員
会

を
開
催
し
た
。
大
会
に
お
い
て
の

代
議
員
発
言
を
受
け
、
秋
年
末
闘

争
、
二
〇
春
闘
に
向
け
ど
う
た
た

か
っ
て
い
く
か
検
討
が
お
こ
な
わ

れ
た
。

一
九
年
秋
年
末
闘
争
の
具
体
的
た

た
か
い
方
に
つ
い
て

秋
年
末
闘
争
の
具
体
的
た
た
か

い
方
に
つ
い
て
は
概
ね
昨
年
同
様

の
提
案
が
お
こ
な
わ
れ
承
認
さ
れ

た
。冬

季
一
時
金
闘
争
に
つ
い
て

は
、
例
年
通
り
、
要
求
額
は
昨
年

同
季
の
率
・
額
以
上
を
地
方
ご
と

に
決
定
す
る
こ
と
、
要
求
提
出
は

十
一
月
上
旬
と
し
、
地
方
ご
と
に

お
こ
な
う
こ
と
、
解
決
目
標
は
十

一
月
下
旬
と
す
る
こ
と
、
各
地
方

は
中
央
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら

ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
有
効
な
戦
術

を
行
使
し
て
た
た
か
う
。

労
働
条
件
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
、
労
働
時
間
短
縮
、
定
年
延

長
六
五
歳
、
退
職
者
の
補
充
、
退

職
金
引
き
上
げ
、
労
災
企
業
補
償

の
引
き
上
げ
、
到
達
闘
争
と
し
地

方
ご
と
に
要
求
し
て
た
た
か
う
。

特
に
、
定
年
延
長
六
五
歳
を
協
定

し
て
い
な
い
地
方
・
支
部
は
最
優

先
課
題
と
し
て
、
交
渉
を
す
す
め

る
。
ま
た
、
す
で
に
協
定
し
て
い

る
継
続
雇
用
制
度
に
つ
い
て
は
、

同
一
労
働
・
同
一
賃
金
を
基
本
に

退
職
時
八
〇
％
以
上
の
年
収
と
す

る
改
定
を
求
め
る
。

闘
争
体
制
の
確
立
に
つ
い
て

は
、
各
地
方
・
支
部
は
秋
年
末
闘

争
の
ス
ト
権
投
票
を
十
一
月
八
日

ま
で
に
実
施
し
、
ス
ト
権
確
立
の

再
確
認
を
す
る
。
十
月
二
十
一
日

〜
十
一
月
一
日
を
地
区
統
一
行
動

旬
間
と
し
、
全
国
港
湾
の
指
示
に

も
と
づ
き
協
定
順
守
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
行
動
、
行
政
交
渉
、
地
区
港
運

協
会
交
渉
な
ど
を
取
り
組
む
。
十

一
月
十
四
日
〜
十
五
日
の
全
国
港

湾
中
央
行
動
を
は
じ
め
と
し
た
秋

年
末
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
全

国
港
湾
の
指
示
に
も
と
づ
き
取
り

組
む
。

二
〇
春
闘
方
針
の
骨
子
に
つ
い
て

二
〇
春
闘
に
向
け
た
議
論
を
開

始
し
た
い
と
し
、
春
闘
方
針
の
骨

子
案
が
常
任
部
よ
り
示
さ
れ
た
。

特
徴
的
な
部
分
と
し
て
は
「
職
種

別
最
低
賃
金
」
を
新
た
に
設
定

し
、
港
湾
の
最
賃
、
ト
ラ
ッ
ク
の

最
賃
、
一
般
の
最
賃
と
し
て
た
た

か
っ
て
い
き
た
い
。
女
性
労
働
者

の
権
利
と
労
働
環
境
整
備
の
確
立

を
強
化
し
「
あ
ら
ゆ
る
産
業
で
人

員
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、
物
流
産

業
に
お
い
て
も
性
の
差
別
な
く
採

用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
大
半
の
職
場
に
お
い

て
、
労
働
条
件
と
環
境
が
整
っ
て

い
ま
せ
ん
。
積
極
的
な
採
用
と
女

性
を
含
め
た
労
働
者
の
平
等
の
権

利
と
労
働
環
境
を
求
め
て
い
き
ま

す
」
と
し
た
い
。
全
港
湾
と
し
て

の
統
一
要
求
は
「
賃
金
引
き
上
げ

と
職
種
別
最
低
賃
金
の
二
本
柱
と

し
ま
す
」
と
し
た
い
等
々
。
今

後
、
各
級
会
議
の
場
に
お
い
て
議

論
が
重
ね
ら
れ
て
い
く
。

関
東
地
方
甲
府
支
部
結
成

九
月
二
十
八
日
、
甲
府
市
内
に

お
い
て
甲
府
支
部
の
結
成
大
会
が

開
催
さ
れ
、
甲
府
支
部
が
結
成
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
全
港
湾
の
支

部
総
数
は
、
再
度
、
四
七
支
部
と

な
っ
た
。
な
お
、
甲
府
支
部
に
つ

い
て
は
労
働
者
供
給
事
業
許
可
の

関
係
上
、
移
行
期
間
が
生
じ
る
こ

と
も
合
わ
せ
て
確
認
さ
れ
て
い

る
。

大
会
処
理
事
項
・
代
議
員
発
言
関

係
に
つ
い
て

大
会
で
代
議
員
か
ら
出
さ
れ
た

意
見
等
を
整
理
し
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

し
テ
ー
マ
毎
に
議
論
を
お
こ
な
っ

た
。
内
容
に
つ
い
て
は
多
岐
に
渡

る
た
め
、
各
地
方
支
部
に
配
布
し

て
あ
る
第
二
回
中
央
執
行
委
員
会

議
事
要
録
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

（
片
柳
悦
正
）
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十
月
十
一
日
か
ら
十
五
日
に
か

け
て
、
松
本
（
前
中
央
執
行
委
員

長
）氏
、
川
村（
北
海
道
委
員
長
）

氏
、
新
妻
（
東
北
委
員
長
）
氏
、

橋
崎
（
四
国
委
員
長
）
氏
、
大
野

（
副
中
央
執
行
委
員
長
）
氏
の
五

名
で
中
央
本
部
の
承
認
の
も
と
全

港
湾
の
代
表
団
と
し
て
一
九
年
ぶ

り
に
訪
朝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
全
港
湾
は
過
去
六
回
朝
鮮
職

業
総
同
盟
と
交
流
を
し
て
き
ま
し

た
が
二
〇
〇
〇
年
を
最
後
に
交
流

が
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
朝
鮮
対
外
文
化
連
絡
会

日
本
局
の
世
話
の
も
と
に
、
金
日

成
主
席
の
万
景
台
生
家
訪
問
に
職

業
総
同
盟
中
央
本
部
と
平
壌
製
糸

工
場
、
革
命
博
物
館
、
祖
国
統
一

記
念
塔
、
大
マ
ス
ゲ
ー
ム
観
賞
な

ど
ハ
ー
ド
で
は
あ
り
ま
し
た
が
内

容
の
濃
い
三
日
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

長
年
続
く
厳
し
い
経
済
制
裁
下

で
の
社
会
主
義
国
家
建
設
は
想
像

を
絶
す
る
困
難
な
道
の
り
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
自
力
更
生
で

経
済
発
展
と
科
学
技
術
の
進
歩
に

邁
進
し
て
い
ま
す
。

今
般
、
過
去
に
な
い
朝
米
関
係

の
改
善
の
兆
候
が
鮮
明
に
な
り
、

終
戦
や
経
済
制
裁
解
除
の
可
能
性

を
大
き
く
秘
め
た
な
か
で
日
朝
関

係
も
大
き
く
動
く
も
の
と
思
い
ま

す
が
、
い
ま
だ
日
本
国
内
に
於
い

て
朝
鮮
高
校
無
償
化
除
外
や
朝
鮮

学
校
へ
の
補
助
金
カ
ッ
ト
、
幼
稚

園
と
育
児
保
育
無
償
化
か
ら
の
排

除
な
ど
が
続
き
安
倍
政
権
の
朝
鮮

敵
視
政
策
が
止
み
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
労
働
者
、
労
働
組
合

な
ど
民
間
交
流
を
通
じ
て
日
朝
関

係
の
改
善
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
大
野

進
）

朝朝
鮮鮮
民民
主主
主主
義義
人人
民民
共共
和和
国国
をを
訪訪
問問

八
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日

に
か
け
て
、
石
川
県
内
に
て
第
四

七
回
社
会
保
障
学
校
が
開
催
さ
れ

七
尾
支
部
よ
り
参
加
を
し
て
き
ま

し
た
。
当
日
は
、
九
条
の
会
事
務

局
長
の
小
森
陽
一
氏
が
憲
法
九
条

を
巡
る
情
勢
と
私
た
ち
の
課
題
と

題
す
る
講
演
等
が
お
こ
な
わ
れ
、

開
催
二
日
目
に
は
分
科
会
、
貧
困

問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

税
の
使
い
道
に
つ
い
て

小
森
氏
の
講
演
で
一
番
印
象
に

残
っ
た
の
は
「
税
金
を
戦
闘
機
の

購
入
に
使
う
の
か
。
社
会
保
障
に

使
う
の
か
」
と
い
う
言
葉
で
し

た
。
日
本
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
一
機

一
一
〇
億
円
位
の
戦
闘
機
を
一
〇

〇
機
以
上
購
入
す
る
こ
と
を
決
め

た
が
、
そ
こ
に
多
額
の
税
金
を
使

わ
ず
に
、
社
会
保
障
に
税
金
を
使

う
こ
と
で
憲
法
九
条
が
ま
も
ら

れ
、
憲
法
二
五
条
を
遂
行
出
来
る

と
の
話
で
し
た
。
憲
法
九
条
と
二

五
条
は
一
体
で
あ
る
と
話
し
て
い

る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

働
き
方
改
革
で
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

や
副
業
の
推
進
と
定
年
の
引
き
上

げ
、
年
金
支
給
開
始
年
齢
の
引
き

上
げ
な
ど
、
国
は
国
民
に
と
に
か

く
働
け
、
そ
し
て
病
気
に
な
る

な
、
要
介
護
に
な
る
な
、
自
己
責

任
で
投
資
を
し
ろ
と
い
う
方
向
に

向
か
っ
て
い
ま
す
。
金
融
庁
の
市

場
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
報
告
書

「
高
齢
社
会
に
お
け
る
資
産
形
成

・
管
理
」
で
は
公
的
年
金
制
度
に

頼
ら
な
い
人
生
設
計
（
一
三
〇
〇

万
円
〜
二
〇
〇
〇
万
円
が
必
要
）

が
記
載
さ
れ
ま
し
た
。
本
来
は
そ

う
で
は
な
く
、
社
会
保
障
で
は
な

い
の
か
と
、
社
会
保
障
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
国
民
が
安
心
し
て
安

全
に
暮
ら
せ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
。

消
費
税
に
つ
い
て

消
費
税
は
社
会
保
障
の
た
め
に

使
う
と
い
う
事
で
導
入
さ
れ
た
は

ず
で
し
た
が
、
三
％
導
入
時
か
ら

社
会
保
障
に
は
使
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
消
費
税
の
本
質
は
常
に
弱
い

立
場
の
者
に
負
担
を
押
し
つ
け
る

こ
と
。
だ
か
ら
こ
の
税
金
は
弱
い

も
の
イ
ジ
メ
を
さ
せ
る
税
金
で

す
。
消
費
税
は
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
取
引
の
度
に
か
か
る
税
金
で
プ

ラ
ス
決
算
で
あ
ろ
う
が
マ
イ
ナ
ス

決
算
で
あ
ろ
う
が
必
ず
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
税
金
な
の
で
滞

納
者
が
多
い
と
の
こ
と
。
消
費
税

は
上
が
る
の
に
法
人
税
を
さ
げ
る

と
は
、
米
国
ト
ラ
ン
プ
の
飼
い
犬

と
な
っ
た
ア
ベ
政
治
の
弱
い
者
い

じ
め
政
策
そ
の
も
の
で
あ
り
、
怒

り
を
覚
え
ま
し
た
。

三
日
間
、
ホ
ー
ル
は
立
ち
見
が

出
る
な
ど
全
国
か
ら
四
〇
〇
人
以

上
が
集
ま
り
、
中
身
の
濃
い
講
習

で
し
た
。
年
金
制
度
は
と
て
も
複

雑
で
難
し
い
で
す
が
、
誰
も
が
直

接
関
わ
る
事
で
あ
り
、
社
会
保
障

の
大
切
さ
を
実
感
し
た
学
習
会
で

し
た
。

（
日
本
海
地
方
七
尾
支
部
執
行
部

奥
村
一
樹
）

中
央
社
会
保
障
学
校
に
参
加
し
て

社
会
保
障
の
大
切
さ
を
実
感
し
た

朝鮮職業総同盟本部にて

祖国統一記念塔内部の石碑
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交
運
労
協
は
、
十
月
三
日
、
全

日
通
会
館
内
に
お
い
て
第
三
五
回

定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
交
運
労

協
住
野
議
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
を

受
け
た
後
、
連
合
の
相
原
事
務
局

長
、
立
憲
民
主
党
の
福
山
幹
事

長
、
国
民
民
主
党
の
玉
木
代
表
、

社
民
党
の
吉
田
選
対
委
員
長
、
交

運
労
協
政
策
推
進
議
員
懇
談
会
の

近
藤
代
表
、
厚
労
省
、
国
交
省
よ

り
来
賓
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

そ
の
中
で
、
立
憲
民
主
党
の
福

山
幹
事
長
は
「
立
憲
民
主
党
・
国

民
民
主
党
・
社
民
党
と
社
会
保
障

を
立
て
直
す
国
民
会
議
が
会
派
の

届
け
出
を
し
、
衆
議
院
で
計
一
二

〇
人
、
参
議
院
で
計
六
一
人
の
勢

力
と
な
っ
た
」
こ
と
を
報
告
、
交

通
政
策
課
題
、
労
働
者
不
足
の
問

題
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
等
々
と
述
べ
た
。

二
〇
二
〇
年
活
動
方
針
案
に
つ

い
て
は
高
松
事
務
局
長
よ
り
提
案

を
受
け
た
。
高
松
事
務
局
長
は
、

二
〇
二
〇
年
四
月
か
ら
働
き
方
改

革
で
の
時
間
外
労
働
上
限
規
制
が

中
小
企
業
に
も
適
用
と
な
る
、
二

〇
二
一
年
度
末
に
は
復
興
庁
が
廃

止
さ
れ
、
廃
止
後
の
対
応
を
早
急

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
等
々
と

述
べ
た
上
で
、
二
〇
春
闘
に
つ
い

て
は
、
時
間
外
労
働
短
縮
に
よ
り

削
減
さ
れ
た
超
勤
手
当
（
残
業

代
）
の
原
資
を
生
産
性
向
上
分
と

し
て
基
本
給
に
組
み
込
ん
で
い
く

取
り
組
み
を
展
開
す
る
、
所
定
内

労
働
で
生
計
を
営
む
こ
と
が
可
能

と
な
る
賃
金
水
準
を
確
立
す
る
た

め
の
闘
い
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

合
わ
せ
て
、
全
職
種
平
均
年
間
賃

金
に
追
い
つ
く
こ
と
を
目
標
に
ミ

ニ
マ
ム
賃
金
を
設
定
し
賃
金
水
準

の
向
上
に
努
め
て
い
く
と
し
た

（
一
九
春
闘
時
の
交
運
労
協
ミ
ニ

マ
ム
賃
金
水
準
は
、
三
〇
歳
一
八

一
、
八
七
八
円
、
四
〇
歳
二
七

三
、
六
七
三
円
、
五
〇
歳
三
五

三
、
八
七
八
円
で
あ
っ
た
）。

港
湾
関
係
で
は
、
効
率
化
を
口

実
と
し
た
労
働
条
件
の
引
き
下

げ
、
人
員
削
減
に
よ
る
合
理
化
を

行
わ
な
い
よ
う
取
り
組
む
、
産
別

協
定
な
ど
労
働
協
約
の
順
守
を
求

め
る
、
地
域
の
振
興
策
と
一
体
に

な
っ
た
港
湾
政
策
を
要
請
す
る
、

港
湾
労
働
法
の
全
国
適
用
を
引
き

続
き
求
め
る
、
背
後
地
や
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
を
求
め
る
、
架
橋

対
策
に
つ
い
て
再
び
職
域
が
奪
わ

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
取
り
組

む
、
第
四
次
産
業
革
命
（
Ａ
Ｉ
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
）
の
対
応
に
つ
い
て
は
職

域
・
雇
用
の
確
保
を
前
提
と
し
安

易
な
合
理
化
・
人
員
削
減
に
繋
が

ら
な
い
よ
う
産
別
労
使
合
意
を
な

く
し
て
導
入
は
認
め
な
い
と
し
て

い
く
等
々
の
提
案
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
討
議
の
後
、
活
動
報

告
案
・
活
動
方
針
案
・
決
算
案
・

予
算
案
と
全
て
の
議
案
を
可
決
、

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン「
連
携
・
協
働
・

共
創
、
交
運
労
協
の
総
力
を
結
集

し
、
交
通
運
輸
産
業
の
将
来
展
望

を
切
り
拓
こ
う
！
」
を
確
認
、
総

会
宣
言
を
採
択
し
総
会
を
終
え
た
。

役
員
改
選
で
は
、住
野
議
長（
私

鉄
総
連
）
が
再
任
さ
れ
、
全
港
湾

選
出
の
真
島
幹
事
、
松
谷
事
務
局

次
長
も
そ
れ
ぞ
れ
再
任
さ
れ
た
。

（
片
柳
悦
正
）

交交
運運
労労
協協
第第
三三
五五
回回
定定
期期
総総
会会

野野
党党
会会
派派
とと
力力
をを
合合
わわ
せせ
政政
策策
要要
求求
をを
前前
進進
ささ
せせ
よよ
うう

小
名
浜
支
部
青
年
部

平
和
の
火
リ
レ
ー
に
参
加

総会宣言を読み上げる松谷事務局次長（全港湾）

令
和
元
年
十
月
三
日
、
第
三
二

回
平
和
の
火
リ
レ
ー
に
全
港
湾
小

名
浜
支
部
と
し
参
加
し
ま
し
た
。

青
年
部
執
行
委
員
以
外
に
、
新
入

会
員
八
名
に
組
合
活
動
の
き
っ
か

け
、
ま
た
反
戦
平
和
へ
の
意
識
を

改
め
て
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

参
加
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

出
発
式
で
は
ラ
ン
ナ
ー
代
表
と

し
て
全
港
湾
よ
り
「
広
島
・
長
崎

の
悲
劇
を
忘
れ
ず
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
も
、
反
戦
・
反
核
を
訴
え

平
和
の
火
を
絶
や
す
こ
と
な
く
走

り
継
ぐ
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
宣

誓
の
挨
拶
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

例
年
ス
タ
ー
ト
時
は
、
少
し
肌

寒
さ
を
感
じ
る
時
期
で
す
が
、
今

年
は
気
温
が
高
く
汗
ば
む
陽
気
の

中
�
語
り
継
ご
う
・
走
り
続
け
よ

う
�
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
平
和
の
火

リ
レ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

リ
レ
ー
は
小
名
浜
公
民
館
を
ス

タ
ー
ト
し
、
い
わ
き
駅
前
の
小
太

郎
公
園
ま
で
の
約
二
〇
キ
ロ
を
、

五
つ
の
労
働
組
合
で
、
広
島
・
長

崎
の
平
和
の
火
を
ト
ー
チ
に
持
っ

て
繋
ぎ
ま
し
た
。
全
港
湾
は
ス
タ

ー
ト
か
ら
約
六
キ
ロ
を
三
区
間
に

わ
け
て
繋
ぎ
ま
し
た
。

反
戦
平
和
を
訴
え
る
気
持
ち
を

ア
ピ
ー
ル
を
し
な
が
ら
、
日
頃
は

車
で
走
る
道
路
を
自
分
の
足
で
走

る
こ
と
で
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

平
和
の
火
リ
レ
ー
を
通
じ
て
、

あ
ら
た
め
て
反
戦
、
反
核
、
平
和

闘
争
の
意
義
や
課
題
を
学
習
す
る

と
と
も
に
、
青
年
部
の
組
織
強
化

へ
繋
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。

ま
た
、
福
島
第
一
原
発
事
故
か

ら
八
年
が
経
過
し
風
化
し
つ
つ
あ

る
原
発
問
題
で
す
が
、
青
年
層
か

ら
声
を
上
げ
脱
原
発
に
向
け
て
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
小
名
浜
支
部

矢
内
誠
也
）

告
知
板

各
地
方
・
支
部
は
以
下
の
通
り
定

期
大
会
を
開
催
し
、
新
役
員
体
制

を
決
定
し
た（
地
方
順
、
敬
称
略
）

東
海
地
方
名
古
屋
支
部

八
月
三
十
一
日

執
行
委
員
長

杉
本
恒
、
副
執
行

委
員
長

藤
井
将
俊
、
宮
部
行

哲
、
書
記
長

西
脇
敬
、
執
行
委

員

上
條
清
隆
、
彦
坂
伸
良
、
木

村
州
宏
、
羽
賀
達
也
、
会
計
監
査

委
員

西
里
恵
勝
、
間
野
隆
之

関
西
地
方
阪
神
支
部

十
月
六
日

執
行
委
員
長

畠
山
昌
悦
、
副
執

行
委
員
長

中
山
寛
治
郎
、
坂
本

幸
治
、井
ノ
元
宏
樹
、谷
口
利
之
、

松
本
栄
二
、南
修
三
、書
記
長

河

野
照
宣
、
書
記
次
長

硲
富
雄
、

久
保
田
稔
、
道
下
拓
也
、
入
江
友

規
、
執
行
委
員

部
谷
英
治
、
坪

井
雄
志
、廣
渡
信
次
、山
本
英
生
、

竹
内
政
行
、
鈴
木
大
介
、
中
川
原

博
、
合
田
雅
史
、
池
口
光
洋
、
中

嶋
淳
充
、菅
沼
裕
介
、田
中
英
夫
、

会
計
監
査
委
員

玉
盛
大
輔
、
井

上
雅
子
、
特
別
執
行
委
員

藤
崎

良
治
、
北
川
伸
一

関
西
地
方
大
阪
支
部

十
月
五
日

執
行
委
員
長

樋
口
万
浩
、
副
執

行
委
員
長

山
田
清
二
、
國
分
仁

昭
、
陣
内
恒
治
、
書
記
長

小
林

勝
彦
、
書
記
次
長

吉
馴
真
一
、

川
村
和
美
、執
行
委
員
赤
保
勝
、

松
本
康
、
田
村
吉
雄
、
吉
本
賢

一
、
横
山
貴
安
基
、
和
泉
清
、
関

谷
和
人
、
南
野
一
樹
、
竹
山
保

彦
、
会
計
監
査
委
員

丸
山
賢

司
、
小
林
信
介

関
西
地
方
築
港
支
部

十
月
五
日

執
行
委
員
長

浦
田
國
男
、
副
執

行
委
員
長

大
野
善
充
、
書
記
長

大
河
原
駿
、書
記
次
長
上
井
康

弘
、執
行
委
員

宇
高
良
樹
、
川

上
雅
幸
、山
田
眞
実
、國
元
拓
郎
、

山
下
敏
明
、
須
藤
裕
之
、
会
計
監

査
委
員

濱
出
博
志
、
辰
巳
博
紀

以

上
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